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 第４学年１組      理科学習指導案 
日 時 平成25年10月３日（木）10:05～10:50 

場 所 附属小 第１理科室 

指導者 吉良 宏一郎 

本授業の主張点 

 

 

 

 

１ 単元名 ものの温度と体積 

２ 単元の目標 

◎ 金属や水及び空気を温めたり冷やしたりして，それらの体積変化の様子を調べ，金属や

水及び空気の性質についての考えをもつことができる。 

３ 単元の評価規準【学力デザイン レベル１より】 

○ 温めたり冷やしたりすることと金属や水及び空気の体積が増減することを関係付けて意

欲的に調べようとする。              （自然事象への関心・意欲・態度） 

○ 金属や水及び空気の体積の増減と温度変化を関係付けて考え，図や言葉で表現すること

ができる。                         （科学的な思考・表現） 

○ 試験管やガラス管などの実験器具を適切に用いて，温度変化による金属や水及び空気の

体積の変化についての結果を整理することができる。       （観察・実験の技能） 

○ 金属や水及び空気の体積は，温度が高くなると増え低くなると減ることや金属や水及び

空気の体積の順に体積の増減が大きくなることを理解することができる。 

（自然事象についての知識・理解） 

４ 単元設定の理由 

⑴ 児童の実態 

 本学級の多くの児童は，理科学習に意欲的に臨むことができる。観察や実験の計画を立

てる際には，事象提示の修正点や改善点を考えたことを基にしてどのようなことを確かめ

るとよいのかできるようになってきている児童もいる。しかし，観察や実験の計画を立て

ることができない場合があるので児童同士の交流の中で聞いたことを基にして考えている

実態がある。観察や実験については，比較しながら確かめ得られた結果について整理した

り，話し合ったりして変化の要因と関係付けながら考察ができるようになってきている。 

本単元を構想するにあたって 39 名の児童に事前アンケート調査（複数回答可）を行った。

キーワード「温度変化」から思いつくことを記述させた結果，「金属」については，「金属

の温度が変わる」と記述した児童が 26 名，「熱すると金属の形が変わって溶ける」と記述

した児童が 11 名，「金属の体積が変わる」と記述した児童が６名であった。「水」について

は，「水の温度が変わる」と記述した児童が 26 名，「水の体積が変わる」と記述した児童が

４名であった。「空気」については，「空気の温度が変わる」と記述した児童が９名，「石け

んの膜が膨らんだりへこんだりする」と記述した児童が３名，「空気の体積が増えたり減っ

たりする」と記述した児童は２名，「温めると空気の体積が減ったり冷やすと体積がふえた

りする」と記述した児童が１名いた。これらのことから，金属や水及び空気を温めたり冷

やしたりすると金属や水及び空気の温度が変わるというイメージをもっている児童が大半

で，主に本や資料及びテレビから見たり聞いたりしていることが関係していると考えられ

る。温度変化による金属や水及び空気の体積が増減する性質については，知っている児童

は少ないようである。しかも，金属だけ体積が変化して水と空気は体積が変化しないなど

本授業では，温めたり冷やしたりすると体積が変化することに気付かせます。石けんの膜

が膨らむ様子やへこむ様子から空気の体積が変化していることを筒の両側や向きに着目して

調べることができるように，事象提示の実験を修正して確かめる児童の姿を目指します。 
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物質によって異なるイメージをもっている。これは，本や資料及びテレビから知識を得た

ものの時間が経って知識が曖昧になっていることも考えられる。 

⑵ 単元の意義 

 本単元は，「粒子」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうちの「粒子のもつ

エネルギー」にかかわるものである。温度変化による金属や水及び空気の体積変化につい

て関係付ける能力を育てるとともにそれらの性質について理解できるように，以下の活動

を重視する単元である。本単元の内容は，「第一次 温度変化による金属の体積変化」「第

二次 温度変化による水の体積変化」「第三次 温度変化による空気の体積変化」「第四次 

やってみよう まとめよう 生活の知恵」で構成する。具体的には，次のような学習を行

うことである。 

第一次 温めると金属の体積が大きくなり，冷やすと金属の体積が小さくなるという考

えをもたせる。そのために，実験用ガスコンロを用いて金属球を熱したり，ドラ

イアイスを使って金属の輪を冷やしたりする学習を仕組んでいく。 

第二次 温めると水の体積が大きくなり，冷やすと水の体積が小さくなるという考えを

もたせる。そのために，試験管に目盛りをつけたり細いガラス管を取り付けたり

して調べる学習を仕組んでいく。 

第三次 温めると空気の体積が大きくなり，冷やすと空気の体積が小さくなるという考

えをもたせる。そのために，プラスチック製の筒の両側に石けんの膜を張り，袋

に入った湯や氷水で調べる学習を仕組んでいく。 

第四次 温度変化による体積変化の仕組みを説明することができるようにするために，

温めることによる金属や水及び空気の体積変化の性質を利用した３種類の体験を

する学習を仕組んでいく。 

本単元は，粒子をモデル図で表現する中学校第１分野「⑵ウ 状態変化」の学習につな

がっていく。そのために，小学校では温める前後と冷やす前後の金属や水及び空気の体積

変化を考察後にイメージ図を使って表現させる。このことは，具体的な思考から抽象的な

思考ができるようになってくる児童にとって，粒子のもつエネルギーの見方についての土

台を築いていく意義深い活動になると考える。 

⑶ 指導上の着眼点 

 本単元の指導にあたっては，これまでの児童の生活経験や既習事項である自然に対する

概念を科学的な考えに再構成するために，温度変化による金属や水及び空気の性質に関係

があると考える事項を付せんに書き出させて，学習内容と関連が深いものからキーワード

を集約しておく。児童は，これまでの生活経験や本などから得た知識により，「金属は硬い

ことや高温で熱すると形が変わること」，「水は冷やすと氷になることや閉じ込めた水を圧

すと体積が変わらないこと」，「空気は目に見えないことや閉じ込めた空気を圧すと体積が

変わること」など自然事象に対する概念を築いてきている。しかし，この時点でのキーワ

ードは，金属や水及び空気に決まった性質があることに対して，科学的な観点を用いて個々

の意味付けができなかったり，互いの結び付きが弱かったりするものが多いと考えられる。

これらのキーワードの中から，本時の学習に関連の深いと考えられるものを選び出し，事

象提示の実験を行う前に児童に示す。学習を進めるに従って，学習によってつくり出され

た知，この単元では金属や水及び空気の体積変化について科学的な観点を用いて意味付け

したり，互いに関係付けたりしながら，自然事象に対する概念を再構成させ，結果として

金属や水及び空気の性質について，科学的に見たり考えたりすることが身につくように指

導していきたい。 
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５ 指導計画（全８時間）    太線枠：視点に関わる活動 

次 時 児童の学習活動（・） 事象提示（◎）／教師の手立て（○） 

評価 

の 

重点 

 

 

 

 

 

 

１ 

・ 温度変化による金属や水及び

空気の性質について，それぞれ

知っていることを出し合い，グ

ループごとに自分が考えたこと

を出し合い，キーワードにまと

めて付せんに書き出す。 

○ 児童が今までに身に付けている学習

前概念を表出させるために，学習問題の

手掛かりとなるキーワードを集約する。

「金属や水及び空気の温度と体積」につ

いて，知っていることを自由に記述さ

せ，グループで話し合う活動を仕組む。 

意

① 

 

 

一 

 

 

２ 

・ 金属を温めると体積が増え，

冷やすと体積が減ることを説明

する。 

  金属は温めると体積が増え，

冷やすと体積が減る（元の体積

に戻る）ことを結論付ける。 

 

◎ 夏と冬の時の旧式のレールの画像を

提示する。そして，金属球を温めたり水

で冷やしたりする様子を提示する。 

○ 体積の増減を調べるために，金属球を

ガスコンロで温めたり氷水で冷やした

りして同じ大きさの輪に通しながら調

べる活動を仕組む。 

思

① 

技 

① 

 

 

 

 

３ 

・ 金属を冷やすと元の大きさよ

り体積が減ることを確かめる。 

  金属は冷やすと体積が減るだ

けでなく元の体積の大きさより

減ることを結論付ける。 

◎ 金属球を輪に通す様子と氷水で冷や

した輪に金属球を通す様子を提示する。 

○ ドライアイスで冷やした金属球膨張

試験器の輪の部分に金属球を通して，元

の大きさより体積が減ることを調べる

活動を仕組む。 

思

② 

二 
４ 

５ 

・ 水を温めると体積が増え，冷

やすと体積が減ることを確かめ

る。 

  水は温めると増えたり冷やす

と減るのではなく，体積が増え

たり減ったりすることを結論付

ける。 

◎ 試験管に入れた水を湯で温めたり，氷

水で冷やしたりする様子を提示する。 

○ 水の体積の増減を見やすくするため

に，試験管に細いガラス管を取り付けて

調べる活動を仕組む。 

思 

③ 

三 

６ 

本 

時 

・ 空気を温めると体積が増え，

冷やすと体積が減ることを確か

める。 

  空気は，温めると上に上がっ

たり，冷やすと下にさがったり

するのではなく，体積が増える

ことを結論付ける。 

 

◎ 底に蓋をしたプラスチックの筒に石

けんの膜を張り袋にいれた湯や氷水で

温めたり冷やしたりする様子を提示す

る。 

○ 空気の体積が増えたり減ったりする

ことを理解することができるように，筒

の両側に石けんの膜をつけ，向きを変え

て袋に入れた湯や氷水で温めたり冷や

したりする活動を仕組む。 

思

④ 

四 
７ 

８ 

・ 金属のふたを湯で温めてふた

をあける体験，水を湯で温めて

できる噴水の体験やへこんだピ

ンポン玉を温めて元の大きさに

戻す体験を行う。そして，新聞

にまとめる。 

○ ものの温度と体積の不思議について，

体験して分かったことを全校児童に知

らせるために，温度変化による体積変化

新聞を作らせる。 

意

② 

知

① 

６ 本時の指導・・・６／８ 

⑴目標 

温度変化と空気の体積変化を関係付けて理解することができる。（科学的な思考・表現） 

 

 



－小４理 指導案 ４－ 

 

⑵展開 

学習活動と児童の意識（・） 教師の働き掛け（○）／評価（◆）視点（ゴシック） 
１ 空気の体積変化を調べる実験として
修正することはどんなことか考えなが
ら実験をみる。 

・ 石けんの膜が膨らんだ。 
・ 石けんの膜がへこんだ。 
２ 温度変化により空気がどのように変
わっているのかを調べる学習問題に向
かうために，最初の事象提示の様子をみ
て考えたことを交流する。 

・ プラスチックの筒の両側に石けんの膜
をつけたらどうだろうか。 

 
 
 
３⑴温度変化によって空気の体積がどの
ように変わるのか結果を予想する。 

・ 温めると筒の両方の石けんの膜が膨ら
むだろう。 

・ 冷やすと筒の両方の石けんの膜がへこ
むだろう。 

 
⑵温度変化による空気の体積変化を確 
かめ，結果を交流する。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑶実験結果を基に，熱による空気の体積
変化についてまとめ，記述する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 考察したことを基に「空気の体積」に
ついての結論を書く。 

・温度変化によって，空気の体積は変わる。 
 
 

○ 事象提示をみて学習問題を考えることができ
るようにするために事前に集約したキーワード
の中から「空気の体積」を提示する。 

○ 事象提示として，底に蓋をしたプラスチック
の筒に石けんの膜を張り袋の中に入れた湯（約
60℃）で温める様子と底に蓋をしたプラスッチ
ックの筒に石けんの膜を張り袋に入れた氷水で
冷やす様子を提示する。 

○ 最初の温度変化による空気の体積変化を調べ
る実験の修正点を見付けることができるように
数人の児童で考えを交流する場を設定し，学習
問題を立てる。 

 
 
○ 湯や氷で温めたり冷やしたりしたときの空気
の体積がどのように変わるのか自分の考えをも
たせるために，図で予想を記述させる。 

○ スムーズに実験に取り組むことができるよう
に，クーラーボックスに袋に入れた湯と氷水を
用意しておく。 

 
○ 火傷をしないで安全に実験ができるように，
軍手を着用させる。そして，袋から湯や氷水が
もれないように持つことを伝える。 

○ プラスチックの筒を持ったり石けんの膜の様
子を見たりと正確な実験結果が記録できるよう
に，２人で協力して実験を行うように声かけを
行う。 

○ 空気の体積が変わっていることに着目させて
いくために，結果から気付いたことを交流させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「空気の体積」についての新たな考えを表現
することができるように，児童が書いた考察を
基にして簡潔に結論を書かせる。 

○ 空気の性質について再構成がされているのか
確かめるために，これまでに知っている空気の
性質と比べてどうかという点で振り返らせる。 

 

温度変化によって空気の体積がどのように変わるのだろうか。 

◆ 空気を温めたり冷やしたりして空気の体積
が増えたり減ったりすることを確かめること
ができているか。（学習カードの記述） 

Ａ 様々に向きを変えて石けんの膜の様子を確
かめ，既習事項と想起した気付きも記述でき
ている。 

Ｂ 様々に向きを変えて石けんの膜の様子を確
かめている。 

→ 閉じ込めた空気を圧したときの空気の性質
と比べてどうかと問う。 

Ｃ 温度変化による空気の体積変化以外のこと
を調べている。 

→ 向きを変えて袋に入れた湯や氷水で石けん
の膜の様子を確かめるように促す。 

石けんの膜の様子から温めたり冷やしたりすると空気の体積はふえたりへったりする。 

 

・温めたり冷やしたりす
ると筒の両側から石けん
の膜が膨らんだりへこん
だりしたということは… 

温める 冷やす 

湯 

湯 

氷水 

氷水 


